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　About the creation of the cosmos, this article discusses the relationship 
between the confession of faith in the Protestant Church and Einstein's Theory 









































































































































　　　  　 　　（新改訳：詩篇148篇３～５節）
　　若い男よ。若い女よ。年老いた者と幼い者よ。
　　彼らに主の名をほめたたえさせよ。主の御名だけがあがめられ，
　　その威光は地と天の上にあるからだ。」　　　　　（新改訳：詩篇148篇12・13節）
　われわれ人類は，被造物の管理を創造主より委ねられた重責があるが，そのために
は，人類は創造主が喜ばれる世界を祈り求めなければならない。そして，まず人類が
創造主を賛美し，次にすべての被造物にも創造主を賛美させるようなことが起これば
素晴らしいと思う。
　哲学者カントには，アインシュタインとよく似た下記の言葉がある。
　「内容を伴わない思考は空虚であり，概念を伴わない直感は盲目なのである。」
　矢内原忠雄は「真の宗教は，科学的合理主義を含みつつそれよりも大きく，道徳主
義を含みつつそれよりも高くある。」と述べている。
　ローマの信徒への手紙１章20節（新共同訳）には『世界が造られたときから，目に
見えない神の性質，つまり神の永遠の力と神性は被造物に現れており，これを通して
神を知ることができます』と書かれている。プロテスタント教会における信仰告白を
視座としてアインシュタインの相対性理論から得られる果実とは，如何なるものか？
それは，『ローマの信徒への手紙１章20節』が真理であると確信できることであると
思う。すなわち，その果実は，「神を知ること」であると思う。
　
　Ｊ・Ｉ・パッカーは「私たちは何のために造られたのだろうか。神を知るためであ
る。人生の目当てを何とすべきだろうか。神を知ることである。イエスがお与えにな
る『永遠のいのち』とは何だろうか。神を知っていることである。神は，人間のうち
にある何を最もお喜びになるだろうか。ご自分を知っている状態である。」と言って
いる。
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